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論文内容の要旨
本論文は、古代(上代・中古)語を中心とする形容詞・形容動詞について、語構成の分析と、数量的分析とによっ
て、国語学の語葉論的な面から考察したものである。
序 f語葉研究の視点J 、第一篇「古代語形容詞の語葉構造J 、第二篇「形容詞・形容動詞の体系性と連関」、第三篇
f形容詞・形容動詞の数量的分析j 、むすび、および、別表一~四からなる。 400 字詰めに換算して約 1010 枚、およ
び、別表が A4 用紙で 75 ページにわたる。
第一篇は、第一章 f古代語形容詞の語構成一分析の対象と方法一」、第二章「古代語形容詞の質的構成j から、第
二篇は、第一章「中世語における形容詞一両活用する形容詞を中心に一」、第二章「語構成と意味」、第三章「古代語
における形容詞と形容動詞の交流J から、第三篇は、第一章「八代集および中古散文作品の形容詞」、第二章「中古
散文作品の形容動詞ーゲナリ型形容動詞とカナリ型形容動詞-J からなる。
第一篇は、古代語形容詞の語構成について、ク活用とシク活用の別、状態的意味と情意的意味との別、上代から継
承して用いるか中古に新出して用いるか、構成単位によって何単位語であるか、構成要素の結合タイプ、造語形式と
いった観点から、別表ーにより「古代語形容詞の語構成」の一覧を示し、上代資料と八代集と中宙散文資料における
形容詞を比較している。
第二篇は、ク活用とシク活用との両方に活用する両活用形容調を中心に、形容詞の意味分類、末尾にケシを伴うケ
シ型形容詞、語幹の末尾にゲを伴うゲナリ型形容動詞などについて、具体的に考察して述べている。
第三篇は、第一篇・第二篇に基づき、八代集・中古散文資料の形容詞について別表二「八代集の形容詞対照語葉表J • 
別表三「中古散文作品の形容詞対照語集表J を示し、中古散文資料の形容動詞について別表四「中古散文作品の形容
動詞対照語葉表J を示し、それぞれ数量的に分析している。
論文審査の結果の要旨
形容詞の活用の種類と意味との関係については、山本俊英氏・石井丈夫氏以来、ク活用が状態的意味を、シク活用
が情意的意味を表す傾向の強いことが指摘されている。形容詞の意味分類についても、それ以降多くの説が出されて
いる。本論文は、形容詞の意味分類については阪倉篤義氏の説を修正して示し、また、形容詞の語構成等について、
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上代資料と中古を中心とする資料とを比較することによって、山本氏が「ク活用でありながら情意的な意味を表わし
て例外となる J とする問題を、主語一述語の句構造にある r'""+ク活用形容詞J が中古に多く新出することによって
起こるものと分析していて、これは、新しい解釈であるとともに説得力があって、評価できることである。
第二篇でとり挙げられる両活用形容詞については、鈴木丹士郎氏他の先行研究があるが、それらの多くは部分的に
述べるものであり、多くの両活用形容調の形成について、これほど全面的に述べたものは本論文のみである。
第三篇の数量的分析からは、形容詞においても形容動詞においても、異なり語数から見ると、中古散文資料では宇
津保物語ないし鯖蛤日記あたりに変化の時期があるとしている。これは、これまでに金水敏氏が動調ヲリについて述
べることや安部清哉氏が形容詞について指摘することとほぼ一致していて、この時期が国語史的に見て重要で、あるこ
とを示している。
また、別表四は今後公にされれば利用価値の高いものであると言える。
一方で、本論文は、第一篇における語構成の分析に用いる記号や一部の用語がわかりにくいことが問題であり、形
容詞の考察に比べて形容動詞の考察が手薄であるという問題もある。また、形容調・形容動詞全体を対比的に考察し
ようとするためにではあるが、中古の漢文司11読文資料や和漢混活文資料の参照が少ないことも問題であろう。
しかしながら、本論文は、上代資料・八代集・中古散文資料に見える形容詞・形容動詞を総体的にとらえようとし
たものであり、多くの評価できる内容を持っていて、価値あるものと言うことができる。よって、本論文を博士(文
学)の学位にふさわしいものと考える。
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